
　

宍し
し

戸ど

小
学
校
前
交
差
点
角
に
、
笠
間
市
立
歴

史
民
俗
資
料
館
が
あ
り
ま
す
。
木
造
二
階
建
て
寄よ

せ

棟む
ね

造づ
く

り
の
洋
風
建
築
で
、
来
年
六
月
に
開
館
四
十

周
年
を
迎
え
ま
す
。

　
こ
の
建
物
は
、
昭
和
十
二
年（一 

九
三
七
）一 

月
に

宍
戸
町
役
場
庁
舎
と
し
て
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
敷

地
は
、
地
元
町
民
か
ら
寄
付
さ
れ
、
建
設
費
も
ほ

と
ん
ど
が
寄
付
で
ま
か
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

戦
後
、
昭
和
三
十
年
（一 

九
五
五
）一 

月
に
町
村

合
併
に
よ
り
友
部
町
が
誕
生
し
、
町
内
に
新
庁
舎

が
完
成
す
る
ま
で
の
三
年
余
り
、
友
部
町
役
場

庁
舎
と
し
て
使
わ
れ
ま
し
た
。
新
庁
舎
完
成
後
は
、

町
の
公
民
館
に
利
用
さ
れ
た
の
ち
、
広
域
消
防
の

友
部
消
防
分
署
に
も
な
り
ま
し
た
。
同
分
署
が
新

庁
舎
に
移
る
と
、
町
は
建
物
の
有
効
な
活
用
を
図

ろ
う
と
協
議
を
重
ね
た
結
果
、
郷
土
の
民
俗
及
び

歴
史
資
料
を
保
存
展
示
す
る
施
設
と
し
て
役
立
て

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
当
時
、
国
の
施
策
に
「
歴
史

民
俗
資
料
館
の
設
置
」
が
あ
り
、昭
和
五
十
六
年（一 

九
八 

一）
に
国
か
ら
認
可
さ
れ
、
同
年
六
月
に
友

部
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館
と
し
て
開
館
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
建
物
は
平
成
十
六
年（
二
〇
〇
四
）
二
月

十
七
日
付
け
で
、
国
の
登
録
有
形
文
化
財
と
し
て

登
録
さ
れ
、
貴
重
な
国
民
的
財
産
に
な
り
ま
し
た
。

同
十
八
年
三
月
の
市
町
合
併
に
よ
り
、
現
在
は
市

の
施
設
と
な
って
い
ま
す
。

　

玄
関
を
入
り
目
に
す
る
の
は
、
小お

原ば
ら

の
高
寺
古

墳
群
の
二
号
墳（
市
指
定
史
跡
）
か
ら
出
土
し
た
鉄

製
直
刀
七
振ふ
り

、
武ぶ

人じ
ん

埴は
に

輪わ

片
な
ど
で
、
こ
れ
ら
出

土
品
も
、
市
指
定
文
化
財
に
な
って
い
ま
す
。
南
側

の
壁
に
は
、
歴
史
年
表
や
江
戸
時
代
前
期
の
宍
戸

城
下
絵
図
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
奥
に
は
、
友

部
町
立
第 

一 

保
育
所
改
築
時
に
出
土
し
た
蔵ぞ
う

骨こ
つ

器き

（
外
容
器
と
小
型
の
蔵
骨
器
・
市
指
定
文
化
財
）

が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
北
側
に
は
、
農
具
や
養

蚕
に
関
す
る
用
具
な
ど
が
並
び
、
説
明
が
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
二
階
に
上
が
る
と
、
交
通
の
移
り

変
わ
り
や
商
工
業
の
発
展
が
分
か
る
展
示
が
あ
り
、

生
活
の
中
で
使
わ
れ
た
ラ
ン
プ
や
蓄
音
機
な
ど
も

展
示
さ
れ
、
奥
に
は
宍
戸
焼
の
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら

れ
、
見
ご
た
え
の
あ
る
資
料
館
で
す
。

（
市
史
研
究
員　

幾い
く
う
ら浦 

忠た
だ

男お

）

【問い合わせ】 生涯学習課（内線382）

笠
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市
立
歴
史
民
俗
資
料
館
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（写真：右）笠間市立歴史民俗資料館（国登録有形文化財）
（写真：左）二重構造の蔵骨器（市指定文化財）
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